
フッ化物はガンになると聞きましたが？

フッ化物を塗ると歯が黒くなりますか？

https://www.nashikai.or.jp/

フッ化物洗口法の手順

フッ化物を使って
効果的な
むし歯予防

フッ化物は自然界に広く存在する物質で、私たちは日常生
活で常に飲食物とともに摂取しています。ですから、アレル
ギーのある子、体の弱い子でもまったく問題はありません。

むし歯予防で使用するフッ化物で歯が黒くなることはあり
ません。
すでにむし歯になった歯の進行を抑制するために塗る薬
（商品名サホライド）は黒茶色になります。
これはむし歯予防で使うフッ化物とは別の薬です。

必ずしも必要ありません。フッ化物は、歯垢があっても、な
いときと同様に有効です。歯ブラシが届きにくい場所にお
いてもフッ化物の効果は確認されています。
しかし、歯磨きを施設で取り組むことによりフッ化物洗口と
合わせて行うと効果はあがります。

フッ化物洗口をして、洗口後に口の中に残るフッ素の量は1
日量に換算すると0.2mg程度です。
この量は、お茶6～9杯に含まれるフッ素量と同じです。



「日本の現状」むし歯の推移
「むし歯（う歯）」の者の割合を全国平均値と比較す
ると、５歳、12歳、17歳を除き、全国平均値と同
じか上回っています。過去からの推移をみると、奈
良県の幼稚園では平成 25 年度から平成 27 年度に
増加傾向が見られたものの、すべての学校種別にお
いて減少傾向となっています。

フッ素とは？ フッ化物のむし歯予防効果

近年乳歯に対しては保健所等でフッ化塗布などのう
蝕予防対策がなされてきていますが、永久歯に対し
ては一部の施設のみでフッ化物洗口しか行われてい
ないのが現状です。加えて子どもが成長するにつれ、
保護者のきちんとした口腔衛生管理が行き届かなく
なり、う蝕を発症させる子供が増加してくると思わ
れます。生涯を通してのフッ化物を応用したう蝕予
防が必要です。

フッ素は自然界に存在する天然の元素です。地球は
もとより、海水・河川水・植物・動物など地球上に
存在するあらゆる物に含まれ、私達が飲食するもの
の中にも必ずといっていいほど含まれています。
フッ素は人間の身体、特に歯や骨を丈夫にする有益
な元素です。

フッ化物は、なぜむし歯を予防することができるの
でしょうか？
フッ化物の効果は次の３つです。

フッ化物が歯に作用すると、歯の表面のエナメル質
の結晶が安定し、むし歯菌の出す酸に対する抵抗力
を強めます。

フッ化物はむし歯菌が酸をつくるのに必要とする酵
素に作用して、その働きを妨げます。

テレビ CMでおなじみの再石灰化。歯は、むし歯菌
が出す酸による脱灰によって歯の表面が溶かされ、
むし歯になります。しかし、唾液や歯垢にフッ化物
があると、その溶かされた歯の表面は再び修復され
て、もとの健康な歯を取り戻すことができます。フッ
化物はその再石灰化作用を速め、強化する働きがあ
ります。
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